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学童に対するビタミンの働き

東北大学農学部

農学博士 小柳 達 男

粘膜を守るピタミン A

濃厚肝油なとでピタミンAを補給するように..…• 

小柳先生のご意見が， 朝日新聞の 「声欄」 に載せられてから ， 全国的な関 •心を呼び起こしているが， 本社
では，より根本的なご高説のご寄稿をいただき，本誌の巻頭を飾り ，愛読者各位にご熟読いただける ことを

喜ぷも のである。
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われわれの全身を包む表皮の下にある粘膜は鼻， ロ

腔，肺，胃腸では表皮がないのでそのままむき出しに

なっている、、この粘膜は、その中に分布する肥大細胞

から分泌される粘液で潤 っていて病源菌の侵入を防い

でいるc われわれの身体を形成する何億という細胞も

結合組織によ って密着させられているが． この結合組

織にある肥大細胞も粘液を分泌して粘着の役目を果し

ているのである。 この粘着物の成分はコンドロイチン

硫酸であって． コソドロイチンという名は軟骨という

意味である。その名のついたわけは、軟骨および骨に

この成分が非常に多いからであって丈夫な甘を形成

するのに役立 っているのである。

1957年にウオ ルフはコンドロイチン硫酸の生成

くわしく言うと硫酸を結合 させるのにビタミ｀ノ A (V 

A)が必要であることを発見した。

., ........................................................ , 
j : 
) V A と硫酸の利用 I
j : 

: ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・' 

く作られているかを知るために，放射能を有する硫酸

をネズミに与えて24時間後にその行方を調べてみた。

その結果は第 1表の如くである。

第1表 放射性硫酸の分布に及（ますVAの影響

臓器 対 照 IV A 欠 VA/対照

cp18m3/9g 4 * cp71m/3g 7 ％ 
小腸 38.5 

胃 11552 5528 47.8 

軟骨 6794 3843 56.5 

腎臓 5213 3153 60.4 

牌臓 5255 3383 64.3 

肺 4708 2126 45.1 

眼 :-J221 1281 39.7 

肝臓 3100 l883 60.7 

私は，体内のコン ドロイ チン硫酸が体内の どこ で多

放射能の単位

第 1表 に示した如く 硫酸の分布すなわち粘膜の最

も多いのは小腸で， これに続いて 胃， 軟骨啓臓など

であった。つぎにVAの欠乏したときは、小腸がもっ

とも粘膜の減少が著しく｀つぎは且肺の順である 0

いづれも半減してしまう。

従来VA欠乏で一番呼吸器がやられ易いといわれて

いたが この成績から みると 呼吸器より 前に小腸の
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方に変化が起きていると考えてよかろう。小腸壁にあ もなことである。

る絨毛とい う小突器は．この表面によって栄旋の吸収

を行なっているので， 食物利用の上から重要なも ので

ある。ところが、 VA欠乏でこの絨毛の高さが低くな

ってしまい．吸収面の減退することが解剖の結果わか

った。また、小腸墜には手のついたコップのような突

起があって．これから粘液が分泌されているが、 VA

欠乏でこの突器が退化して粘液分泌を止めてしまうの

で，食物の磨擦によって腸壁が（紡けられ血使を排泄す

るようになることが知られている。

肺と直ちに関連のある気管壁には鞭毛 （べんも う）

があって， 埃や細菌のような異物を外部に押出してい

るが， VAの欠乏で この鞭毛が退化して小さく．ある

いは消失して しまう ことが報告されている。この鞭毛

が役をなさなくなると細菌がそこに根を生やしてのど

をいためることになるのである。VA欠乏でカゼをひ

き易い理由の一つがここにある。

目が. VA欠乏ですぐに硫酸のとり込みに影態を受

けるのは興味がある。涙は殺菌性があって目を清掃し

ているが、VA欠乏で涙の出が悪くなり．細菌が居残

って弱 った粘膜に巣を作るようになるのであろう。従

来VA欠乏の徴候は， 目の粘膜の病巣化で判定してい

たが． コンドロ イチン硫酸形成の点から考えてもっ と

~······················································ ·················· ： 
； 学童の尿中硫酸徘泄に及ほすVA 自

.: ...................................................................... ! 

VAがコンドロイチン硫酸の合成のための硫酸の利

用に関与しているならば，尿中の硫酸排泄も VAの供

給に影膀されるのではないかと考えられる。そ こで，

学童の 1日尿中に含まれる硫酸届について検討してみ

た。

試験を行なった学童は，仙台市郊外の整肢学園の園

児で， 9オ~12オまでの男女合わせて12名である。摂

取食品および栄蓑素の鼠を第 2表に示し た。

第2表 全期間平均摂取食品の種類および数昼

食品 数砧 食品 放鼠 食品 放量

g g g 
白 米 347 とうふ 66 野菜（布色） 87 

大 麦 38 味咽 58 野菜（淡色） 93 

小 麦 粉 56 魚（生） 72 みかん類 20

じゃがいも類 48 肉 45 他の果物 11

砂 糖 14 卵 :14 而 咄,,,と 3 

大 豆 油 ， 牛乳 180 

第2表 (2) 各期間中食事からの栄養素摂取饂

熱 届 販白質

cal 
92.3 (31.0) g * 第1期 (2月12-14日） 2522 

第2期 (" l5-28日） 2465 98 (32.0) 

第3期 (3月 1-13日） 2358 84.4 (33.3) 

＊ （ ）内は動物性

試験計画は第 1期無孫加，第 2期は， VB1 2, VB, 

2, パントテン酸10、ナ イア、ンン20,VC 100 (mg)を

毎日与え．第 3期は，こ れら水溶性ビクミンとともに

肝油ドロッ プで VA2500 LU. 与えた。

試験の結果硫酸態硫黄の排泄最は，第 1期は441mg

第 2期は 412mgに対し. VAを与えた第 3期は294mg

で著明な減少を示した。食事調査の結果による と、こ

れら学窟は毎日牛乳を 1本飲み，卵は 3日に2コ食べ

ているが.VAの量は少し不足である。 これに肝油を

与えると尿中硫酸が減少してきた こと は， VA投与に

カロチ` ノ I VA VB, VIl2 vc 

I.U. LU. mg mg mg 
2936 417 1.15 1.13 94 

4326 453 1.16 1. ll 100 

2182 849 1.87 1.90 81 

より粘膜形成が培加したのではないかと考えられる。

すなわち， これら学蛮に肝油を与えることにより健康

度を増進する余地があると思われる。

[ ............................................. ,. 
；皮膚と V A : 

: .•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• ••••• •• =. 

昔から VA は表皮防護 ビタミソといわれていた。

VAが不足してくると ，皮府が角化し ざらざら とサメ

ハダになるのである。皮脂腺が退化 して脂肪を分泌し
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ないので，皮府や毛の光沢がなくなってしまう。さて

1本の毛髪あるいは爪や皮府の一片を火の中に入れる

と特別強い臭気が出 る。とこ ろが，木の皮や果物の皮

を焼いても悪臭は出ない。 これは，毛髪，皮岡中にシ

スチンという合硫アミノ陵が特別に多いからである。

シスチ` ノが含まれると丈夫なものができるのでわれわ

れの外部を包む皮にはこれが多い。これに対し植物の

皮は，せんいやコルク質のよ うな炭水化物であ って，

動物の皮とは著しく趣がちがう。

私は， VAを表皮防設ビクミソと呼ぶからには，

VA は動眈特有の この皮の成分ヽン スチンと関係あるの

ではないかと考えた。植物界には，カロチ‘ノはあって

もVAは無いのである。そこで，ネズミを VA と含硫

アミノ 酸の少ない飼料で飼ってみると ，第 3表の如く

その皮府のシスチ／`含量は1.36%という低い値になる

が， VA孫加でL%%と高まった。

第 3表 ネズミ の皮膚のシスチン含量に及（ます

VAの影響

＼芦}JII可~1 1007 VA z17g竺塁累悶
＼ オニ‘ノ オニソ

・ンスチ ン ，る I. 36 l. 60 1 . 50 l. 68 

体重増加 g/1日 1. 86 l. 96 I . 94 1. 98 

含硫アミノ酸であるメチオニンを加えても少し高ま

るが，VAとメチオニンをいっしょに与えるともっと

も高 くな った。

1・・・・・.. ・・・・・・・.. ・・・・・・・...................... 1 

； 毛 髪 と V A ¥ 
： ：  
; .............................................. = 

皮府の変化したものに毛髪があるが新生児は15~16

％のシスチンを含有しているが， 年 令 と と も に 減 少

し，30オで12%, 50オで11% くらいに低下する。とこ

ろが、牛乳や母乳不足の子供の毛髪は， 15%くらいあ

るべきなのに11% くらいまで減少して しまう。 このよ

うにシスチ‘ノ含醤は， もちろん食物からの含硫アミノ

酸の摂販蘇に影評されるが、VA の摂坂の多少によっ

ても影響を受ける。

岩手県の僻地の学童 6~7オの男子16名に，肝油ド

ロップ (3000LU.)を毎日与えて毛髪の・ンスチンを 1

箇月後に測定すると第 4表の如く，飲）TI前にW.8%で

あったものが11.4%に増 した。これに牛乳をVAとと

もに与えると， 12.5%に増してきた。VAはたしかに

毛髪のシスチ ンを高めるよう である。

第 4表 毛髪シスチン含塁に及（ます VAおよび

牛乳飲用の影響

児童年令 I 毛 髪ジスチ/%

No 身 長 肝9油月飲1用日前肝油飲用後肝飲油用'牛後乳
10月9日 11月16日

cm 
31 6オ 108 12.2 

32 ” l 13 LO 6 11.1 

33 ” 9 0 11 9 12.3 

34 ” 111 l2 0 12.0 13.7 

35 ” 115 ll 3 11.3 l3. l 

36 ” 115 11.8 11 6 12.8 

37 ” 
109 10.3 l2.9 

38 ” 110 8.8 11.1 

39 ” 110 ll 6 10.5 12.6 

40 
” l09 10 5 12 5 L2.9 

41 7 116 11 6 12.8 

42 
” 110 11 7 13.5 

43 
” 111 

44 ” llO 11.3 10.6 訟 .6

45 
” 119 9.9 ll.6 13.5 

46 ” 117 10 3 11 5 

47 ” 109 10.8 ll 9 

48 ” ll4 10.5 LO. 5 10 9 

49 ” 116 11.8 l0.6 l0.3 

50 ” 110 ll 3 

平 均 10.8 11 4 12 5 
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VAは， 目の網I]災にあって光に愁ずる！動をしている

ので， VA が不足すると視力が低下 し文きて、 夕方の

弱い光では物が見えなくなる。昔，アメリカで'奴れ

いがト オモロコ、ン、 豚脂からできている食事を与えら

れて働いていると、夕方になると目が 見えなくなり 、

家に帰ってくるころば手さぐりで部墨の中を歩くよ

うにな ったそうである。 ところが、地lにな ってまだ暗

いうちに畑に出かけるときはまだ祝力は弱いが，夕方
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よりも暗いのに少しはよく見えるというふしぎな事実

があった。視力が弱ったときに肝ぞうを食べるとよい

というのは、エヂプトのピラミッドから発見された紀

元前1600年のパピ Iレス紙に書いてある。
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われわれは，学童を賠所に15分静座させておいてか

ら弱い光を見させると，栄養のよい子供なら， レソズ

の紋りを 2mm に開いただけで見られるのに，へき地

で栄養が充分でない子供は，全員10mm以士．に即かね

ば光を認められない。 この暗所で微光を認める能力を

賠調応という。へき地の子供は一般に不良である。そ

して しかもへき地で肝油を飲んでいる子供でも 5~

7mmくらいであ って正常にはならない。と ころが，

都会地では学窟で肝油を飲んでいる者に正常な値を出

すものがある。

肝油で VAを充分に補給しても暗調応が正常になら

ない子供にわれわれば肝油といっしょに VB2を

与えると著しく暗調応が改善されることを知った。さ

らに，これらとともに VCもいっしょに投与すると一

層よくなることを認めた。すなわち、暗調応 という能

カば VAが重要であるが VB2, VCも重要であり，

その他パントテン酸，ナイアシン， VB12も関係して

いることを知った。これらピタミンのうち｀どれか一

つ欠けても暗謁応が不良となってくるし，全部のビタ

ミンが揃えば僅かの例外を除いて全員が正常な 2mm

の絞りで光を認めることができるようになるのであ

る。

僅かの例外というのは蛋白質の不足，カゼ，疲労，

不眠発熱のよ•••うな湯合である。それゆえ，このよう

な場合を除ぃて考えると ，水溶l生ビタミンを全部与え

た場合の暗調応と． これに肝油をい っしょ に与えた場

合の暗調応との差は， VAの体内飽和度を示すもので

ある。すなわち｀その差が大きければ体内の VAは少

ないということになる。

昔， VAの体内保持量を知るため，暗調応の測定が

行なわれたが肝油を与えても暗調応が正常になら

ず、体内 VA保持景とも一致しないことがあるという

ので，今日でば栄餐調査にはほとんど測定されなく
・¥ 

なってしまった。しかし．水溶性のビタミンを考慮す

ればこの方法は極めて便利で正確な VA飽和度の判

定法となるのである。

VAは， 性ホルモンの生産にも必要であるが．また

副腎ホルモ‘ノの生産にも欠くことができない。副腎で

ストレスのとき作られるコルチゾンは， VAの欠乏で

著しく低下する ことが判 ってきたのである。

コルチゾソは，消炎作用を有するので、ぜんそく ，

リューマチや皮店病の特効薬としても知られている

が，身体に苦痛，発熱，緊張，疲労があるときには，

これに対処するために副腎で生産されて， このストレ

スを緩和しようとするものである。このコルチゾンが

VAの不足で生産が少なくなると、学童はストレスを

強く感ずるようになる。このような学童を腺病質と呼

んでいたのであろう。

コルチゾンの注射は万病の薬として騒がれたが，連

用すると副腎が退化して恐ろしい結果になることが判

ってきた。注射のコルチゾソと異り．体内で作られる

コルチゾンは必要に応じて調節しながら作るので害が

ない。コルチゾンの注射を必要とする人は、VAの不

足のため自分でこれを作ることが不充分なのである。

われわれの生活にストレスは少ないことが望ましい

が，きびしい世界に生きて行くためには，ストレスに

耐えて行くように身体を作っておくことが必要であ

る。このためには VAが不足であっては到底生存競争

に勝てるような身体はできない。

,
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われわれの食事を調査してみると，平均して， VA 

を必要量の 6割しか食べていないそうである。この

VAの不足を補うため、有色野菜やベタ ーをたくさん

食べる ことがすすめられているが｀これらの食品から

だけで VAを得ることは、実際的にも経済上にも困

難である。その上，弱い人には、有色野菜のカロチン

の吸収や VAへの転換も具合よくいかない。それで私

は，肝油の飲用を国民一般にすすめているのである。
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肝油の長期服用の

発育に及底す効果について

当社が労働科学研究所に依頼して 「ピタミンA投与

効果に対する調査」の報告書を発表したのが 1960年

10月である。

この調査は，引続き行なわれてきたが，一応まとま

りがついたので，その貴重な資料の一端であるこの稿

をいただいたわけであるが，肝油の効果が云々されて

いる折からご参考になれば幸である。

さきに，東京都内の 2校において，肝油を長期間服

用している児旅と、非服用児笥について，その発育の

状況をしらべたところ，いずれも， 1年生時に発育が

表 1 体格の動き （発育量）

校 1~5年生時の差

項目 男 女

労働科学研究所

医学1刈吐：高木 和男

悪く，ペルベック指数の小さかった児斑は，肝油服用

によって，非服用児磁よりも良い発育を示すことを見

た。

しかし， 千葉県南部の此村において行った同様の調

査ではこのような結果は示されなか った。このことは

肝油の服用が，都市の児童にのみ効果を示し、翡村で

は効果を示さないことを示すものか，あるいは何か他

の原因があったのかと考えられる。千葉県南部は日光

に恵まれた暖かい地方であるから，この条件と反対の

条件をもつ地方ではどうであろうか と考えて，富山県

下において調査を行なった。

1~6年生時の差

男 女別 直
服用非服用服用非服用 服用非服用服用非服用

都市部において、 1年

生時と 5年生時との発育

の差または 1年生時と 6

年生時の発育の差を見れ

ば，女子においては体格

の各項目において肝油服

用者の方がよい発育を示

していた。しかし男子で

はよい発育を示す項 目が

少なか ったが，この理由

は不明である。この結果

を表 1に示す。

身長 22.1 22.8 025.2 23.5 028.9 28.4 032.2 30.5 

体重 10.4 10.9 012.7 10.6 13.8 14.7 018.9 14.8 
上

胸囲 7.3 8.5 0 9 0 8.2 9.9 11.9 015.2 12 1 
宮

v指数 0.7 2.1 O 2 5 1.9 1.6 4.4 0 7.8 4.1 

山

身長 021.5 21.4 024.6 24.3 029.4 26.9 032.2 30.2 

県 体重 010.3 9.6 011.2 10.3 12.4 12.7 015.8 14.6 
中

都
胸囲 7.2 8.2 O 8.2 8.0 9.5 11.0 012.4 11.8 

v指数 1. 7 2.3 2.1 2.3 2.9 3.7 4.7 4.8 

市

身長 21.2 21.4 024.0 21.7 027.6 切 .1 031.7 28.5 

部
体重 9.1 10.0 010.5 10.1 11.9 13.5 015.1 13.9 

下
胸囲 7.5 9.8 0 8.8 8.4 9.6 12.8 11.2 11.6 

V指数 2.4 4.3 3.4 3.9 3.3 6.1 0 6.6 5.5 

注 〇印は肝油服用者の方が俊っているもの。
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表 2 体格の動き （発育量）

校 性

胃
1 ~ 5 年生時の 差

項目
服 用 非別 別

z小 0小 I平均 z小 0小

身長 022.6 024.7 ● 23.7 22.5 20.5 

体甫 010.7 0 9.4 ● 10.1 10.2 9.0 

上
胸囲 6.8 0 8.4 ● 7.6 9.0 6.9 

v指数 0.6 0.2 0.4 1.6 1.1 

富 身長 21.4 022.5 ● 22.0 21.6 22.5 

体重 0 9.0 7.9 8.5 8.7 9.6 

、山
男 中

胸囲 0 7.8 10.2 ● 9.0 7.4 11.0 

v指数 0 2.0 2.4 2.2 0.9 4.9 

県

身長 21.0 23.4 22.2 22.3 

農
体重 9.0 9.8 9.4 10.4 

下
胸囲 8.0 8.3 ● 8.2 8.0 

村
v指数 2.3 6.7 ● 4.5 3.3 

身長 24.8 23.7 ● 24.3 25.5 21.0 

部
体重 012.0 9.7 ● 10.9 10.0 8.9 

上
胸囲 7.8 9.2 8.5 8.0 12.5 

v指数 0 1.4 2.0 l. 7 -0.2 5.3 

身長 023.8 025.1 ● 24.5 23.0 22.7 

体重 010.7 010.8 ● 10.8 10.4 9.4 
女 中

胸囲 O 9.0 10.5 ● 9.8 8.5 11.2 

v指数 1.3 3.8 2.6 2.9 3.8 

身長 22.9 23.6 22.7 25.2 

体重 8.8 012.1 ● 10.5 10.3 
下

胸囲 7 .9 013.4 ● 10.7 8.5 

v指数 1.7 O 7.2 ● 4.5 2.5 

注 〇●肝油服用者の方が俊っているもの。

表 3 調査開始時の学年とクラス （ ）内生徒致

I N 校 H 校

1学年 2組 (53) 1学年 l組 (36)
肝油投与クラス

2学年 1組 (39) 3学年 1組 (40)

1学年 1組 (49) 1学年 2組 (36)
非投与クラス

2学年 23組組 ((4381) ) 3学年 2組 (40)

服 用

F小 I 平均

次に農村における成績

は， 1年生時と 5年生時の

発育の差のみを示したが，

この場合にも，女児の肝油

服用者に非服用者よりも

良好な発育を示すものが多

かったが，男子では，女児

ほどには多くはなか った。

しかし， 都市におけるより

も，よい発育を示した項目

が多かった。

20.9 

8.5 

6.5 

0.1 

21.0 

8.8 

8.2 

2.4 

22.7 

8.8 

9.3 

3.0 

23.4 

10.9 

8.9 

2.6 

23.8 

10.1 

8.9 

2.4 

22.9 

9.2 

8.5 

2.5 

21.3 

9.2 

7.5 

0.9 

21. 7 

9.0 

8.9 

2.7 

22， .5 

9.6 

8.6 

3.2 

23.3 

9.9 

9.8 

2.6 

23.2 

10.0 

9.5 

3.0 

24.1 

9.8 

8.5 

2.5 

Na 校

しかしいずれも ，東京都

内におけるほどに明かな効

果を示さなかったがこの こ

とは自然環境から遠く．大

気は汚染し、日光中には紫

外線が不足してるような悪 ＇

い環境では特に肝油の服用

が効果を発揮するものと考

えてよいのではないかと思

われる 。

次いで，別に 2年間の投

与実験について述べる。

T 校

2学年 1組 (37) 1学年 1組 (30)

3学年 1組 (44) 3学年 1組 (35)

2学年 2組 (36) 1学年 2組 (29)

3学年 2組 (44) 3学年 2組 (35)
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表4 父兄の職業

職業分類常者用労務 臨時日雇 職人 会社員 1公務員商店自営業 自由業

％ ％ /00 / ％ /00 / ％ ％ ％ 
N 小 31 3 2.0 7.0 22.6 6.0 2.5 22.6 0.5 

H 小 26.1 2.7 4.8 6.2 0.6 8.2 34.3 1.4 

Na小 4.4 1.9 1.3 8.7 7.5 1.9 3.7 1.9 

T 小 12.0 

゜
1.6 8.8 3.2 2.4 5.6 0.8 

表5の1 体格の動き （発育量）

校

i 
1~3年生時の差 2~ 4年生時の差

項目
男 女 男女

別
投与非投与投与非投与 投与非投与投与非投与

身長 11. 7 13. 2 11.5 11.7 0 12.7 11.4 10.6 13.3 

体重 5.1 5.2 4.6 5.5 O 7.3 6.7 6.7 8.7 
上

胸囲 0 3.3 2.9 0.2 3.0 4.9 5.8 3.9 6.2 

v指数 0-0.1 -1.1 -2.6 

゜
2.5 2.5 2.3 4.1 

N 身長 0 11.7 11.2 O 11.9 11. 7 O 11.6 11.4 11.3 11.5 

体重 4.8 4.8 0 4.4 

゜
O 5.9 5.3 4.9 5.1 

中
胸囲 O 3.8 2.9 2.8 3.1 3.3 3.5 2.6 4.0 

小 v指数 0 0.7 0.2 -0.5 0.1 0 1.0 0.7 0.1 l. l 

身長 0 12.0 9.8 10.511.3 9.7 11.2 11.0 11.3 

体重 O 5.3 3 0 0 4.4 3.0 4.1 4 3 4.2 6.1 
下

胸囲 0 3.5 2.8 0 3.6 3.0 0 2.8 2.5 3.2 6.2 

v指数 O 0.9 -0.4 O 1.2 -0.8 O 0.3 -0.1 0.4 4.2 

I 1~3年生時の差 3~5年生時の差

身長 10.6 14.9 12.0 12.5 0 10.2 8.8 0 13 6 11.4 

体重 4.0 4.7 5.1 6.4 0 5.7 5.3 0 7.3 6.4 
上

胸囲 2.1 2.8 2.0 4.6 3.4 4.0 O 5.5 5.0 

v指数 0-1.0 -2.3 -1.0 1.6 1.7 2.4 -1 3 2.5 

H 
身長 0 12.8 12.4 0 12.2 12.1 9.9 10.2 11. 7 11 8 

体重 O 4.9 4.4 0 4.2 4.0 5.1 5.3 6.1 6 5 
中

胸囲 3.5 3.5 2.8 3.9 4.0 4.6 5.4 6.4 
4ヽ

v指数 O 1.6 -0.2 -0.8 

゜
1.9 2.3 2.8 3.9 

身長 13.0 10.6 11. 7 O 10.5 9.2 0 12.2 9.7 

体重 4.8 O 9.0 5.9 0 4 3 3.8 5.3 5 3 
~ 

胸囲 3.3 0 4.7 3.8 0 10.6 6.4 O 9.4 6.0 

v指数 0 0 6 4 2.2 0 6.5 3.5 5.5 7.3 

農業 その他 無職

/00 / ％ ％ 
2.0 3.0 0.5 

15.1 

゜
0.6 

67.5 

゜
1.2 

64.8 

゜
0.8 ! 

肝油服用校において以

上に述べたような調査を

行なうとき，肝油服用者

が非服用者より経済的に

恵まれた家庭で，そのた

めに服用者の方がよい発

育を示したというような

おそれもないことはな

い。そのため，児蹴に長

期間投与する実験を行な

えば，このような疑問を

解決することができる。

肝油投与は小学校のク

ラスの編成替えのことを

考慮して 2年間とし、東

京都内に if交と神奈川県

晟村に 3校を選んで，実

験を行なった。農村の 3

校のうち l校(I-I校）は，

農村内での町場の小学校

で，他の 2校(N叶交 T

校）は純農村の小学佼で

ある。

各学校とも低学年生を

投与対象とし， t学年 2

クラス以上の編成であ っ

たが，そのうち lクラス

を肝油投与クラスとし．

学校給食と同時に限用 、ど

せることとした。投与ノ

ラスは表 3の 如 く で あ

る。また父兄の戦業を表

4に示して参考とする。
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表 5の2 体格の動き （発育量）

校

＇ 
2~4年生時の差 3~5年生時の差

項目 男 女 男女
別

投与非投与投与非投与 投与非投与投与非投与

身長 11.0 10. 7 0 12.2 10.3 0 14.3 14.2 0 14 3 13.7 

体 重 0 7.0 6.4 O 6.3 5.7 0 4.6 2.7 0 7.9 7.3 
上

胸囲 O 5.2 4.7 3.0 5.1 4.0 4.7 0 8.1 7.3 

v指数 0 3.6 2.7 0 6 3.0 0 1.3 -2.5 0 5.2 3.5 

Na 身長 10.5 11.2 0 11.7 11.6 L0.3 10.9 0 11.9 11 3 

体重 5.0 5.7 5.5 6 0 4.6 5.0 0 6.0 5 0 
中

胸囲 4.4 fi.O 5 8 6.5 4.7 5.4 5.2 5 7 

小 v指数 1.9 3.3 2.8 3.9 1. 7 4.4 O 2 5 2.2 

身長 10.7 0 11.1 11.0 9.6 9.8 11. 7 12 7 

体重 4.6 0 5.0 4.9 0 4.3 3.5 0 5.0 4.6 
下

胸囲 6.2 4.6 7.3 0 4.8 3.2 5.4 7.4 

v指数 3.3 2.3 4.3 0 2.2 0.3 2.5 4 8 

I I 1~3年生時の差 3~5年生時の差

身長 L0.8 12.3 0 13.2 12.5 9.2 12. l 0 11.3 10 0 

体重 0 5.0 4.7 4.5 5.5 0 5.3 4.1 4.5 6.6 
上

胸囲 O 4 8 2.6 3.0 3.9 4.1 4.4 3.4 7.4 

v指数

゜
0 -1.4 -1.2 0.9 0 2.3 0.1 0.3 5.2 

T 

身長 0 12.1 10.6 ll.4 11.9 O 9.6 9.5 O 10.8 lO 6 

体重 0 4.8 4.6 0 4.6 4,4 4.9 5.1 0 5.7 5 4 
中

胸囲 4.2 4.6 0 4.2 4.1 4.1 5.1 li.O 6 0 
小

v指数 0.2 2.9 o 3.6 l. 7 0 l. l 0.6 2.0 3.5 

身長 0 11. 7 11.2 9.3 ll.6 0 9.7 9.6 LO. 2 10.2 

体重 4.2 4.5 3.5 5.4 3.8 4.9 0 5.8 4.6 
下

胸囲 4.8 5 l 2.8 5.3 3.7 8.4 0 5.1 4.7 

v指 ・ l. 5 2.0 n.6 2.9 L.2 5.7 0 3.5 2.3 

肝油投与開始時の体格

によってベルベック指数

を算出し，これ を以っ

て，児童の体格を上中下

に分類し肝油投与の影轡

を見た。 2年間の肝油投

与終了時の体格と開始時

との体格の差の平均値は

表 5のようになる。

表 5に示されたよう

に，都市の低学年児童に

は，肝油投与の効果は，

明かのようである。こと

に、 1年生時の体格が，

中または下に判定された

ものにその効果が明かな

ようである。

これに反し，純農村で

ある Na校， T校では，

肝油投与開始的の体格が

上と判定されたものに，

かなり発育が良好を示し

た項目が見られるが、 こ

のことは富山や千葉の農

村の調査でも示されたこ

とである。

表 6 薄明順応値の動き （学年別平均値）

学年別

1年生

6

3

3

6

 

回

4

2

1

6

．

．

．

．

 

2

5

9

6

0

 

4

5

4

5

 

第

0

0
 

台

3

0

女

3

1

与

9

L

投

5

5

別

与

与

与

与

与

投

投

投

投

非

投

非
男

女

別性 第 3回

036. 70 

44.65 

第 4回

28.52 

28.49 

第 5回

020.19 

22.87 

第 6回

014.18 

16.81 

040.24 

42.32 

28.97 

26.87 

26. lS 

25.75 

015.20 

15. 72 

次に， 目の視力のうち

暗さになれて，早く，暗

いところで物が見えるよ

うになる能力を，暗順応

能力といっているが，実

際に確実な暗順応能力の
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I I 
投与 030.59 037.47 020.96 18.97 013.26 

f 2年生

男 41. 72 
非投与 42.19 42.07 24.01 18.52 13.72 

投与 040.42 038 57 020.16 021.03 016.13 
女 50.17 

非投与 61.65 52.35 27.30 23.17 18.08 

投与 40.60 38.45 19.74 013.57 0 8.87 
38.52 

男 l 非投与 32.43 28.49 19.23 13.99 10.21 
3年生

投与 34.31 38.16 20.88 16.67 010.57 
女 36.45 

非投与 ！ 32.09 29.18 18.47 14.22 10.59 

表 7 薄明順応値の動き （地域別平均値）

地区別 l 投与別 投与始 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回

投与 036.41 034.62 24.16 024.47 017.21 
市 37.43 

非投与 40.98 37.11 22.98 26.39 19.72 

投与 48.55 33.89 22.54 19.93 11.08 
町 52.77 

非投与 46.86 30.00 20.03 17.56 10.80 

投与 037.50 042. 78 023.07 016.24 011.40 
村 46.58 

非投与 43.70 44.49 25.52 16.82 12.73 

表 8 流感罹患率および欠席日数 （ ）内は学級閉鎖日数

1 年 生 2 年生 3 年 生
校名 I

与 1 非投与 与 1 非投与 投 与 1 非投与投 投

N 068.8 71.2 064.9 69.5 
罹

患 H 64.7(3) 63.9(3) 067.5(3) 79.5(3) 

率 Na 64.9 61.2(3) 64.3(3) 59.2(4) 
％ 

T 70.0(4) 66.9 065.7 77.2 

N 04.40 5.13 03.43 5.12 
欠

席 H 3.97(3) 2.39(3) 02.21(3) 2. 71(3) 

日 Na 02.34 1.99(3) O 1. 67(3) 1. 76(4) 

数
T 02.38(4) 2.65 Ol.87 2.26 

注 〇印は肝油投与者の方が少なかったもの

調査はできないので， う

す明りが見える程度の順

応能力 をしらべたが，こ

れは表 6,7に示すよう

に肝油投与したものの方

が，まさっている こと が

示された。

次に肝油投与の当時，

アジア型の流 惑 が 流 行

し，当時までワクチソが

なか ったので， 各校とも

学級閉鎖や，休 校を行

なったところが多かっ た

が，流感罹患率や流感に

よる欠席日数をし らべた

ところ表 8のようになっ

た。

学級閉鎖があるので，

罹患率および欠席 日数の

みを以 って比較すること

はできないが，全般とし

て肝油服用者の方が，流

感の影欝を受けることが

少ないように見える。
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本邦におけるビタミン A関係原料の製造工程一覧図

原 Iレモングラス ｛
インド，台湾

↓ 
南洋産の草 ｝

シトラール (Citral)

魚類，鯨類

床斗

/3—ョノン ( /3-lonone )

〔合成〕

すけそうだら

〔分子蒸留｝― 〔採油〕F~ 賞］言l
溶 剤 抽 出 法 ）

〈じら

〔けん化濃縮〕 〔精製〕｛脱酸，脱臭 ，脱ろうl

粗ピタミンAアルコール

↓ 

〔精製〕{ :~ テ``｝
〔エステル化 〕□五工すミン油，植物油

＇ピタミン02,Dl

ヽ

／
ー
、
、
~
ぅ

＜
~
／
ヽ
/
ぅ
く

ノ

二〗三

ニ
ロピタミンAアセテート，ピタミンAバルミテート

〔ビタミン濃度調製〕

｛医薬用 ｝ ［食品用 ｝ l飼料用｝ ｛輸出用l

｛日本薬局方 l （食品添加物公定書］
｛日本農林規格｝ ｛輸出検査法 ｝

肝油，強肝油， ピタミン A油， 租肝油 粗肝朦油 I用
ピタミン A油， 油性ピタミンA-

強ピタミン A油 脂肪酸エステル

↓ ↓ 

局方強肝油カプセル， 各種食品強化用， I途
各種ピタミン剤の 飼料添加剤の

製造用原料 製造用原料

「肝油の製造について」を今回休みましたので，今までのまとめをか

ねて ，本邦におけるビタミン A関係原料の製造を図示しました。

（学術部長 工学博士 清水常一）
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わが校における保健学習について

1 学校のあらまし

本校は天下の三大奇観一蜃気楼 ・ホタルイカ ・埋没林ーで

名高い魚津市の東北部に位 し，国鉄魚津駅（本校下）で下

車，徒歩約10分間で到済することができる。かって甲子圏

球場で徳島商高と好プレーを見せた魚津高校と北陸本線を

はさんで相対している。東に盤峰立山， 剣岳を盟主とする

白銀の群山を望み．西は遥か富山溝に面してこよなき快適

な現境である。

世帯数；士およそ1000, 児童数は 500余で約半数は日本カ

ーバイド工場従業員の子弟である。

昭和31年県教育委員会から，33年文部大臣から学校給食

俊良学校として表彰を受け， 37年には宮山県健康俊良学校

として全日本健康俊良学校児童表彰会長から，また同年，

学校保健の研究と 実践の優良学校として県教育委員会から

それぞれ表彰を受けている。

2 知的理解の上に立つ保健学習の必要性

健康な子供の育成，これはだれもが知り ，だれもが願って

いるところであるが，日常生活に対する関心度や実浅面を

見るとき，保健に対する教育がいまだしの感を深くするも

のである。およそ学校保健の領域は次のように考えられ

るぐ

学校保健事業

学校保健｛

疇管理健康に適した学校環境
｛健康に適した吟生活

保健教育l保辿学習
保建指導

本校はかねてから，保健管狸の面に重点をおいて努力し

てきたが，昭和36年度県教育委員会から「学校保建」の研

究指定をうけて以来，本校として未開拓の保迪教育の•一分

野「保他学習」をいかにして，より効果的に実践でき るか

について全職員あげて取 りく んできたのである。

保健教育がいかに大切であるかということは， 今さら論

ずるまでもない。しかし私逹は， 日々の学習にどれほど個

々の児意の健康に留意し，健康な生活洒度の育成や習慣化

に努力しただろうか。むしろ特別に顔色が悲くない限り，

富山県魚津市立道下小学校長

高見清

「みんな異状なく登校してきたもの」として学習をすす

め，全粕力を学力向ヒにつか ったのではないだろうか。

本校では，昭和35年．はじめて筏渡教諭をむかえて以

来，日々の健康観察から，休重測定，健康診浙の処理を行

なっているうちに児童の健康状態が日々ちがい，それがい

かに学習に大きく作用しているか ということを少しずつ理

解せざるを得なか った。

一方児窟も自己の建康に対して関心を持ちはじめ，消潔

惑も増し，治療等にも釈極的な態度を示すようになった。

しかし，ある限度まできたとき，児童の態度：ま足ぶみ状

態をつづけ，私逹が期待している「自律的な密；問態＇貶の育

成」にはほど遠いものを惑じさせた。

そこで36年度，反省を加えた結果 「児臨各自 に客観的知

識の裏づけがないところに原因があり． もっと科学的：こも

のを見させ思考させ認識を高めなければならない」という

結論を得て保建学習を進め今日に及んでいる。

3 四領域に位置づく保健学習

1. 保健学習の位樅づけ

保健学密の必要性を惑じても，現行教育課程でぱその

位樅が整っていないし，関連教科との関係も明確でな'1'

ので，いつ，どこで， どのようにして，学習を進めてい

くかというところに問題'J'ある。

本校では特設時間を設けるということは，週：：：6~M時

問の学習，1寺間をもつ児窟にとっては， 過重な負担と なる

と思われるので，教科，道徳，特活，行求の四領域の中

で，すべての場と機会をとらえて指禅することにした。

2. 保健学習の計画案作成

日前のすべての場と機会をとらえるといっても現行の

まま行なうと単なる思いつきや強制的な躾而に終るので

保健教育の目椋を明確に L,児童の保悔認祓の発逹を意

図的計画的にするために年問の指磁計画をたてた。

イ 各教科の指尊内容の分析→指禅要領の分析

• 各学年別，教科別に保油の内容をもつ題材を抽出，

月別に整理
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・改訂指禅要領の中に含まれている保偲の内容を分析

し各教科と照合

ロ 学習指涵内容の検討と月目標の設定，ィをもとにし

て， 行事と季節を加味し．各学年の発達段階を考慮し

て指禅内容を考えた。

更にその効果を高めるために指荘内容の最大公約敦

をとって月目椋を設定した。

月 1 目 椋 月 IEl 椋 月 1 目 棚

4 I楽しい学校 9 Iたのしい迎動会 l I I炉jるいくらし

s I丈夫なから だ 10! 安全なくらし 2 I元気で運 動

6 I健康なくらし 11! 食べものと栄挫 3 I私の偲康

7 I病気の予防 12 J寒でさに負けない I 

3. 実践と反省

イ 週案 •• できあがった計画案をも とにして実際の授業

をしてみると，各教科にそれぞれの目棚があるため，

保他的なものを忘れ去ることが多いので週案に一欄を

設け，いつ，どこで学習させるかを明確にした。

ロ 日々行なった事を記録し，反省の糧と した（保健学

習実施記録省略）

＾ 研究授業

実際の学習の場においてどのように指群するかを全職

員で研修

動機づけ→切実な問題として→実証理解→個別化→態

度育成→習tJ't化へと進めるために学習の流れと教科，

逍徳，特活の中にどのように効果的に位闘づけていく

かを研究した。

ニ 反省

日々の実践の結果，次のような反省点があげられた。

・学年間の系統性，発展性がはっきりしないこと。

• 実際指母の場において，教科，道徳，特活のもつね

らいを達成しながら，どのように保他学習をとり入

れたらよいか迷うこと。

・児爵の認識の過程をどこにもち，反省，自伐の段階

にまでもっていくための指母がむつかしいこと。

・指甜計画案に本校の児窟のもつ問図点が解明する具

体的な内容が足りないこと。

・保促問題の分野の分け方と，教育過程領域との関係

をもっと明らかにすること。

これらの反省をもと に補正に貯手 した。

4. 指涵計画案の補正

イ 本校児流の実態を分析し問題点を把握

・情潔検査，疾病異常，事故の発生等管理面から眺め

た1司題点をとらえた。

・家庭珠境及び生活態度からみた問題点

x父兄からみた児童の生活態度

・服装， 言語，動作や礼談作法が正しくない。

・時間を大切にせずきまり正しい生活を しない。

・身のまわりの整理整頓が悪い。

・苦労をよろこばず協力したり人のためになる こ

とをしない。

• 自分の正しいと信ずるところに従い意見をのベ

て行動しない。

・みだりに他人の意見に動かされやすい。

x教師側からみた児竜の生活態度の問題点

・賀任惑の不足

・持久力，恨気力の不足

・公衆道徳の欠如

・衛生習間の不足

・勤労意欲の欠如

・研究意欲の不足

・ 節 1妥ある態度の欠如•• • 等

ロ 実践記録の結果をもとにして，補正を加え別冊を作

った (100頁のもの）

4 評価

児童が日々いかに高まって習肌化し， 自分及び周囲の生

活にも目をむけようとしているかを評価する場合， 教師の•

個々に対する細かい観察に よるところが多い。

本校では昨年度，知識理解の状況をペーバーテストによ

って行なった。同じテストが行なわれている町の学校と比

較してみたり， 習tJ't化という面から，箔潔検壺の結果をま

とめてみて，より一そうよくなるように努めている。

5 あとがき

保健学密も漸く緒についた段階なので評価の結果をみて

も今後の指群によらなければならない面の多いことが考え

られる。でも学カテストの結果を年度別にながめてみ る

と，その結果が年次向上し，県の平均点をやや上まわる教-

科も多くなってきているということは，保健教育もその一

端の功紹といえないだろうか。

私辿］談貝17名は「保健指母の目標は教育の目様に合致す

る_J という信念の もとに 500余りのすばらしい人聞像を描

いて，やがて完成する日を夢みながら小さなのみをふる っ

ているのである。
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学校 日本ーを受賞して

富 士川 小 学校

菊かおるlJ月 3日，朝日新聞東京本社において， 11{1和38年

度日本一健康優良児および健康俊良学校の表形式があり ，宮

士川小学校は大規校校と しての栄替をうけました。

中央線甲府吹から，徒歩約十分， 美しい緑の愛宕山にかこ

まれ，一昨年90周年をむかえた，甲府でも一番古い歴史をも

つ学校で．児童数約800名， 19学級で．小学校としては，ち

ょうど経営しやすい状況です。

本校が，この日本ーにえらばれるまでには， 長い歴史と，

地域ぐるみの努力の賜があり ，児蛮の飩康管班！に努力をつづ

けて4倍r~ , 現歯科校医，小川東洋男先生のご聡父，祐心先生

が， 「児童の健康は虫歯をなくすることにある」と，歯科治

療施設ーさいを寄附され，毎日児童の虫歯治療をつづけられ

たことにはじまり，それが現在もなお御子息の東洋男先生と

お孫の一男先生によって，J!liい努力がつづけられています。

昭和26年に ， 朝日新聞社の企画による，全日本~l康俊良学

校表彰規定による応経をして10年

• 昭和'.29年＿山梨県学校保健会表彰

• 昭和3~::-全日本健康俊良学校「特選」

• 昭和32年＿全日本健康優良学校「特速」

・昭和36年＿全日本健康俊良学校「池日本一」

・昭和38年-全日本健康扱良学校「日本一j

過去 4回，学校教育全般にわたり ，厳しい密姐帝杏と ，i作成

健康とビ

ピタミンCは壊れ易いビタミンで， 熱，光， 酸素に対 し

て弱く，また植物組織に含まれるビタミソ C酸化酵素によ

って破壊され易い。 したがって食品中のCは貯蔵，加工，

調理による拍耗の大きいものであります。国民栄投調杏に

よると Cの摂取批は基準鼠を20%上回 っています。しかし

調理などによる捐失を考慮に入れると，日本人の Cの摂取

批は十分とはいえない状況であります。また学校給食でも

基準足のCを摂取することはむずかしいといわれます。C

の補給はビクミソAと同様に日本人の栄i足上阻要な問穎と

いうことができます。

ビタミン Cの欠乏症は壊血病であります。この病気は栄

挫の欠陥によって発生することが明かにされ， 1900年代の

初めに野菜，果物に含まれる壊血病の予防，治療に有効なI物質をビタミ 1/Cと命名しました。壊血病の特徴は出血 し

易くなることで，皮下， 歯茎，骨膜内，筋肉内などいたる

ところに出血が起こり ，小児では，骨や歯の形成が障害さ

L 

夕 I 
れ，また抵抗力がなくな って病菌に感染し易 くなります0 ! 

重症のC欠乏症は，栄殺知識の普及によ って今II抒し く

減少したといわれます。しかし， Cの隠れた欠乏症すなわ

ち， 僭訳t欠乏'"'ま次のような屈謬を身体に与えるものI
で，健康 /-.なおざりにできないことであリます。疲労し易

くなる。元気がなくなる。似の附：りが遅延する。また生ね

期のものでは，骨や歯などの組織の正常な形成が不f賂こな

``
‘ ン c

 

り，生長が阻初される。また抵抗力が減退して病気に（受さ

れ易くなる。

Cは身体組織の間宜細胞の形成に関係し，また体内酸化

迎元機構に与かり ，正常な生理作用を保っていくのに大切

な働きをします。

麟の保持には，すべての栄養素の均衡のとれた食生活 1
が最も大切だといわれます。日本人に不足を来し易いCの摂取に十分な注意を払う必~:: り：:~ 士 吉田正信）I 
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ある中央窓査員の終日にわたる厳正な実地帝杏をうけたので

あります。

歴代の校長先生は，健康教育の必要性を，節惑され，本校

教育の目椋の第一にとりあげ，熱心にその実浅をつづけ，そ

れに職員と父兄が，その目的をよく週！解し， 頁剣に努力をし

た実紹が，梢重ねられた結果であります。

健康（硲良学校といえば，主として，保健室を中心とした，

健康管理と考えられるが， 帯査の対依は，学校教育全般にわ

たり，学校指沿計画を中心に，児童， PTA, 戦員の組織活

動，研究発表，精神衛生，学校施設，保維竹理と，あらゆる

教育活動について評価されるのです。

ここに本校，健康管理の一端をのべてみますと

(1) 健康診断は，全国どこの学校でも，行なわれることであ

るが，それを適確に行ない，事後処貯を徹底することに重

点をおいている。それには，各科別に、健康相談を開き，

保護者の病気に対する理解を探め，徹底した治寮を行なう

ように指母する。また，就学前の健康診断を科学的に行な

わずかに 2名で，健康状態は大変よくなっている。

,6) 検尿は，始めて実施したが，毎日 100名の児童の起床時

の尿を持参させ，蛋白の有無を検査した。その結果 1年生

に 2人の腎臓炎患者を発見することができた。児童は自覚

症状があまりないために，--見何の異常もないようにみえ

るが， 2人の児童が救われたことは，大変うれしいことで

ある。

以上実施状況の（ダI]をあげてみましたが，小学校時代に こそ

立派な体を作り，よりよい習間を身につけることが大切であ

る。次代をになう可愛いい子供逹のために，今後もたゆまぬ

努力をつづけていきたいと思います。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

文部省体育局関係

昭和39年度事業計画予定表

い， 全児蛮のレソ トゲ`ノ6X6撮影や，上膊囲測定に より ， 0学校（呆他に関する表彰の推鷹 7月末までに提出

栄毅判定を行ない，虚弱児対象の特殊学級も編成している （校長，保健主事，捉護教諭，学校医，学校歯科医，学校

(2) 発育状況は，昭和32年からぐんぐんよくな り．現在は， 薬剤師等）

全国，県市と比較し， どの学年もよくなっている。II{!和3~

年と 36年の 2年間にわたり．推計学的に検定をうけた結果

俊位にあることが判明した。これは運動施設の充実，徹底

した健康管哩学校給食の改蒋など努力の結果である。

(3) う歯 学校病といわれるう歯の治療についての成果が期

待できない現状から，昭和31年にむし歯半妓運動 5カ年計

画をたて，年 3回の診壺と，治療をくりかえし，大きな成

果をあげ，この計画終了後も，この方法を絹泣した結果，

現在 1人平均のう歯0.3本というすばらしい成紹で．肉村

宜という口腔衛生では最高の栄巽をうけてた。このむし廂

治療と併行し，予防にも努力し保健室には，全校児帝の歯

刷子がそなえられ，給食後学校で廂みがきを実施している c

また各教室には， 「むし泊しらベー乾表」があり，児蛮 l

人1人の口の中が一目でわかり児箪の関心をたかめるとと

もに，父兄に対しても，検杏の結果や.i台僚状況について

理解を深めるようにしている。

(4) 寄生虫は，年 3回の検便と ，躯虫をくりかえし，現在は

姻虫0.396, 鞭虫8.8%,十二指腸虫 O:'6という成紹で， 2 

月には鋭虫検査を実施 している。また．必ず駆虫後検便を

実施し，再感染の防止につとめている。

~5 )結核性疾患は，入学児童のレントゲソ撮影， 陽転児童の管

理を厳重にし，更に家族感染の防止など，臨時に健康診断

ゃ．健康相談を行な った結果昭和~f年度には ， 要注意児童

0学校保健講習会 6月下旬~ 7月上旬東京

（校長，保健主事）

0第14回全国学校保健大会 l l月7~9日 金沢

（学校保健関係者）

0学校保健講習会 C,i'径護教諭） 12月上句 東京

0学校保健講習会（学校保健技師） 東京

（文部広報第 :l75号から）

iヽヽ,.,.,...... 鴫・・・・・・・・.....,,,.,., .. .ヽ.......,., ............ ,.,., ... , ........ 鵬 C・・,. .,_ 

あ とがき; 

5 ~* 小柳先生の玉筍，高木先生の買重なご報告，
・. ； その深さに教えられる。
； 
} 
： ● 深々と地下水くみて花ひとつ
} 

；＊ 紙面の都合で消水膊士の「肝油の判造について」は
: 
~ f木載。しかし製造工程一院図は，吉田博土のピタミソ

S Cの問題とともに簡にして要を得たもの。
ミ
：＊ 保他指禅の目椋は教育の目椋に合致するとの信念に
? 
く 立つ高見先生。

', 

~$ : 10年の継続実践が生んだ 日本一建康汲良校宮士川小 :; ： .. ； 学校の足跡。 ； ; 

: 

; ； ●風雪に耐えて大樹の威容かな

¥ ............ , ...... 胃...................● . . 鴫・・・・・・....., .... 彎..............鴫・・・・・・・・・・..~ 
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召和45年

の目標

■この調査では栄投屈はすぺて原食品の数値

を計算したものであるが，他の栄養素と異な

りピタミン類はいずれも調理の過程において

その調理の方法に よって差 があるが平均して

ピタミン A20% , ビタミ ン8,30% , ピタミン

8230% , ピタミン C50%程度の捐耗があると

巧えられるので，この村基準屈等と比較する

場合は十分な注意が必要である 。
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ピタ ミン Aの摂取鼠は 1.327国際単位で，

前年の摂取凪に比ぺて (+)8.1%増加してい

るが，基糾地に比較するとまだ30%不足して

おり ，年次推移をみても 余 り大きな変化はみ

られない 。
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学童の体位がよ f'りました/ t 
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